
開催概要計画案に係る意見　一覧

(1)　意見提出・集約内訳

大分類 （人） （件） 小分類 （人） （件）

市民意見 26 63 － 26 63

出前講座 132 137 町内会関連 16 18

その他の団体 20 20

大学等 96 99

会議 37 92 有識者 12 28

競技団体 5 6

アスリート部会 20 58

シンポジウム 96 124 － 96 124

その他イベント 80 80 － 80 80

計 371 496 計 371 496

(2)　意見内訳

（件） （件）

招致の意義 52 52

大会コンセプト 21 21

競技編 50 20
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運営編 78 24
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盛り上げ編 42 10

32

レガシー編 68 35
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8

6

その他 185 170

15

496 496

競技プログラム

大項目 小項目

－

－

施設整備

オリパラムーブメント推進

競技会場

パラリンピック

選手村

交通輸送

メディカルサービス

安全対策

環境保全

宿泊

財政計画

国際大会開催

選手強化

計 計

ウインタースポーツ文化

ウインタースポーツ都市

大会後も利用される施設整備

北の創造都市

招致活動全般

経済効果関連
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開催概要計画案　主な意見一覧

大
項目

小
項目

招
致
の
意
義

-

市
民
意
見

前回大会は、その後の札幌にとっ
て大きなプラスになったが、人口
減少、少子高齢化の成熟社会で
の札幌の対応は、1972年とは根
本的に変えねばならない。

前回大会は「つくる」オリンピックでしたが、次回
大会は「つながる」オリンピック・パラリンピックを
掲げ、成熟都市に相応しい共生社会の実現、
人口減少、超高齢社会に対応したユニバーサ
ルなまちづくりを進めます。

-

市
民
意
見

将来のまちづくりを主とし、オリパ
ラを利用する形にして、公共施設
の建替え等を行っていってはどう
か。

　オリパラを開催するにあたっては、更新時期
にある既存の同種用途の公共施設等の再整
備と連動させるなど、公共機能の統廃合や機
能移転を組み合わせることで、将来のまちづく
りを見据えた、効率的な施設整備を目指しま
す。

-

有
識
者

障害のある人のためのまちづくり
だけではなくて、高齢者にも優し
いまちづくりということに繋がって
いくと理解してもらいやすい。

オリパラの招致・開催にあたっては、子どもたち
に夢と希望を与え、世界平和に貢献するという
本来の意義に加え、バリアフリー化の促進と
いった都市のリニューアルを図ることにより、障
がい者や高齢者にも優しいまちづくりに向けて
取り組んでいきたいと考えています。

-

大
会
コ
ン
セ
プ
ト

ア
ス
リ
ー

ト
部
会

ロンドン大会のようにアスリートの
意見を取り入れて成功してほし
い。

今後も、アスリートの意見を始め、様々な立場
の方々から意見を募集し、国として立候補する
段階等に反映させることを検討しています。

4

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

市民が色々な形で参加できるよう
な市民手作りのオリンピックにして
欲しい。札幌のおもてなしを世界
に発信できると良い。

招致活動や大会運営に多くの市民に参画いた
だき、市民参加の手作り感のあるオリンピックに
していきたいと考えています。また、北海道・札
幌の豊かな自然や食を活かし、来訪者にストレ
スフリーなおもてなしを提供したいと考えていま
す。

-

競
技
編

施
設
整
備

出
前
講
座

高齢者に配慮した施設としてほし
い。

オリパラ招致をきっかけとして、まち全体をリ
ニューアルし、共生社会の実現を目指すととも
に、超高齢社会に対応したユニバーサルなま
ちづくりを進めてまいります。

-

市
民
意
見

ジャンプ台は大倉山にノーマルヒ
ルを作り宮の森はフライングヒル
にすべき。

本市のジャンプ競技場のあり方について、競技
団体等とも検討を進めてまいります。

-

意見
意見
元

具体的内容 市の考え方
修正点
資料
該当No.
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開催概要計画案　主な意見一覧

大
項目

小
項目

意見
意見
元

具体的内容 市の考え方
修正点
資料
該当No.

競
技
編

競
技
プ
ロ
グ
ラ
ム

市
民
意
見

近年の天候を考慮し、半月前倒し
すべき。

これまでの冬季大会の実施状況や各競技団体
の大会スケジュールの調整等の課題がありま
すが、アスリートにとってベストな競技環境の確
保に努めます。

-

競
技
編

競
技
会
場

市
民
意
見

ノルディック複合競技の距離は円
山競技場でクロスカントリー競技
を行うのは地形が平坦すぎるの
で、ばんけいスキー場を中心にす
るのがベスト。

競技会場については、選手や観客にとってより
良い会場となるよう、後利用も考えながら、国際
競技団体等とも協議しながら決定していきま
す。

-

ア
ス
リ
ー

ト
部
会

競技会場内にコンディショニング
できる場所の設置等、競技環境を
整備してほしい。
また、大会前は競技会場を早く整
備し、本番と同じ環境で練習でき
るようにしてほしい。

競技会場の整備にあたっては、アスリート
ファーストの視点から、競技に集中できる環境
を整えるよう努めていきます。

4

競
技
編

パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク

ア
ス
リ
ー

ト
部
会

後付でバリアフリー整備するので
はなく、はじめからパラリンピック
に対応した施設を整備してほしい
（ソリ会場やスキー場のゴンドラ、
アイスホッケー会場のベンチや
ロッカールームなど）

施設建設にあたっては、基本計画段階から、
パラリンピック競技者の意見を取り入れながら
進めていきます。

4

ア
ス
リ
ー

ト
部
会

「バリアフリー」は、東京オリパラで
主に使用されている「アクセシビリ
ティ」という表現を使用した方がよ
い。

今後の計画等においては、市民に分かりやす
い表現を使用し、必要に応じ、表現を改めるこ
ととします。

3.4.7.8

ア
ス
リ
ー

ト
部
会

パラリンピックのクロスカントリーと
バイアスロンは選手の重複が多い
ため、同会場で行うべきである。

現在のIPC基準では、オリンピック競技と同会
場でパラリンピックを開催することが原則となっ
ていますが、パラリンピックのクロスカントリーと
バイアスロンを同会場で開催することも含めて
引き続き検討していきます。

5

3



開催概要計画案　主な意見一覧

大
項目

小
項目

意見
意見
元

具体的内容 市の考え方
修正点
資料
該当No.

競
技
編

選
手
村

市
民
意
見

計画案のうち、選手村を札幌ドー
ム隣接地で整備する計画を撤回
し、既成市街地内で計画すべき。

-

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

1972年大会の後は真駒内の選手
村が市営住宅に利用できたが、
人口が減る中で、2026年大会後
の選手村を有効に活用できるの
か疑問。また、ドーム周辺は市街
化調整区域なので、ここに選手村
やメディアセンターを設置するの
は、コンパクトシティの考えに合わ
ないのではないか。

-

ア
ス
リ
ー

ト
部
会

選手村に家族や子ども達と交流
できるミックスゾーンを設置してほ
しい。

大会期間中に、アスリートと家族との面会や市
民との交流が可能となるミックスゾーンについて
は、セキュリティにも配慮したうえで設置を検討
していきます。

9

運
営
編

交
通
輸
送

市
民
意
見

多言語標記を徹底してほしい。外
国人が暮らしやすいまちづくりを
進めるべき。

オリパラを契機として、交通機関や観光スポット
等において多言語による情報提供を図ること等
により、外国人にとってアクセスしやすく過ごし
やすい都市を目指していきます。

-

市
民
意
見

札幌ドームをメインにするなら、厚
別区や清田区からのアクセスをよ
くしてほしい。

大会開催中、観客を確実、迅速に輸送するよう、
シャトルバスの運行等の方法について検討します。

4

市
民
意
見

札幌ドームに地下鉄駅を作る考
えはないのか

出
前
講
座

招致には夢があってわくわくする
が、地下鉄を清田区に延ばしてほ
しいと感じた。

選手村については、開閉会式会場との近接性
や各競技会場へのアクセスのしやすさ、セキュ
リティ確保など、アスリートファーストの視点を含
む総合的な見地から札幌ドーム隣接地で整備
することを計画していますが、前回大会時に選
手村として整備された真駒内地区等の既成市
街地に選手村を整備する可能性についても、
引き続き検討していきます。

清田区方面への地下鉄延伸については、冬季オリ
ンピック・パラリンピックの招致による沿線地域の土
地利用計画の動向を踏まえ、今後、必要な検討を
行ってまいりたいと考えております。

-
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開催概要計画案　主な意見一覧

大
項目

小
項目

意見
意見
元

具体的内容 市の考え方
修正点
資料
該当No.

運
営
編

安
全
対
策

ア
ス
リ
ー

ト
部
会

セキュリティチェックは重要である
が、選手にストレスを与えないよう
にスムーズに手続きしてほしい。

最新のICT技術を活用すること等により、アス
リートに与えるストレスの少ないセキュリティ体
制を検討します。

-

運
営
編

環
境
保
全

市
民
意
見

環境問題について、前回大会の
恵庭岳の傷跡は放置されたまま。

都市と自然が融合した環境にやさしい大会を
目指し、施設整備等においても、環境に十分
に配慮していきたいと考えています。

-

運
営
編

宿
泊

出
前
講
座

オリンピックと雪まつりの期間が重
なってしまうとホテルの部屋の確
保は大丈夫なのか心配。

オリンピックの観客、役員、メディア等を含め
て、1日あたり33,000室が想定されており、札幌
50km圏の現状室数と同数程度が必要な状況
ですが、大会開催までに、民間とも連携しなが
らより多くの宿泊施設の確保に努めます。

-

運
営
編

財
政
計
画

有
識
者

PFI、PPP等、民間の企業がどれく
らい参画して、その施設にどれだ
けの価値があるのかを巻き込むの
が重要。

施設整備にあたっては、民間企業の参画がし
やすいよう情報を随時提供するとともに、コンセ
プトや後利用等について、企業に理解を深め
てもらう取組みを行っていきます。

10

市
民
意
見

費用は、インフラ整備等の関連事
業についても情報開示すべき。

施設整備費や大会運営費だけでなく、関連す
る事業については、市民、道民の不安や疑念
を抱かないよう、可能な限り情報を開示してい
きます。

10

市
民
意
見

新設するオリパラ関連施設は、50
年先を見据えたライフサイクルコ
スト（LCC）も含む長期収支計画を
明示すること。

建替え等の施設整備にあたっては、後利用も
含め、長期的な財政負担等を考慮した計画づ
くりに努めます。

-

市
民
意
見

40年間一人あたり1,500円/年負
担は信用できない。

大会を開催するにあたって必要な経費につい
ては、可能な限り市民負担が少なくなるよう、施
設整備等の計画を行っていきます。
また、将来世代の負担が増えないよう、現時点
から基金への積立てを行う等、取り組んでいき
ます。

-

出
前
講
座

施設規模をコンパクトにするため
には、アジェンダを基にした、「既
存の施設の活用」という視点と共
に、ＩＯＣに働きかけて、競技会場
規定の見直しを迫ることが必要。

札幌市としては、IOCが掲げる改革案「アジェン
ダ」の考え方に基づき、既存施設を最大限活
用したオリンピック・パラリンピックを考えていま
す。

-
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開催概要計画案　主な意見一覧

大
項目

小
項目

意見
意見
元

具体的内容 市の考え方
修正点
資料
該当No.

運
営
編

国
際
大
会
開
催

有
識
者

障がい者スキーW杯を継続的に
実施し、国際大会実績としてア
ピールすべき。

これまでの国際大会実績に加え、まずは2017
年3月に開催予定の障がい者スキーW杯を成
功させ、これらの実績として世界にアピールし
ていきたいと考えています。

11,17

盛
り
上
げ
編

選
手
強
化

有
識
者

NTCについては、東京に拠点が
あるが、ウインタースポーツに関し
ては、全国に分散している状況で
あり、建設すべき。

競
技
団
体

選手強化のためにナショナルトレ
センを誘致してほしい。

有
識
者

競技団体に、行政も加わる形で、
冬季スポーツ競技の長期育成計
画を作っていくべき。

競技団体と連携しながら、トップアスリート育成
及び強化のための支援を行っていきます。

12

ア
ス
リ
ー

ト
部
会

選手育成のための基金を立ち上
げるべきである。

民間企業が協力して選手育成のための基金を
立ち上げるといった取組みに対しては、札幌市
としても可能な限り協力していきたいと考えてい
ます。

-

盛
り
上
げ
編

オ
リ
パ
ラ
ム
ー

ブ
メ

ン
ト
推
進

市
民
意
見

雪まつり会場をメダル授与式の会
場にすべき

例年、同時期に開催されている雪まつりと連携
して、メダル授与式に雪像を活用するなど、受
賞者及び観客にとって特別なシーンを演出に
ついて検討します。
また、各競技会場にも雪像を配置して関係者
をお出迎えする等、降雪量の多い都市ならで
はの取組みも行っていきます。

14

ア
ス
リ
ー

ト
部
会

小中学校でのオリパラ教室にアス
リートが参加し、オリパラ教育を広
めるべきである。

アスリートの協力を得ながら、オリパラ教育を広めて
いくことにより、小中学生がスポーツに親しむきっか
け作り等を進めていきます。

15

ウインタースポーツの拠点となる冬季版ナショ
ナルトレーニングセンター中核施設の整備に
ついて、国に要望していきます。

13

6



開催概要計画案　主な意見一覧

大
項目

小
項目

意見
意見
元

具体的内容 市の考え方
修正点
資料
該当No.

レ
ガ
シ
ー

編

ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー

ツ
文
化 競

技
団
体

多くの観客を集めることができる
国際大会などを招致し、競技を生
で見る機会を増やすべき。

国際大会の誘致により、「観るスポーツ」を定
着・発展させることにより、ウインタースポーツの
裾野を拡大していきたいと考えています。

16

出
前
講
座

ウインタースポーツをもっと学校の
授業で取り入れるべき。

学校の実態に応じたスキー等のウインタースポーツ
に関する学習の充実により、子どもたちに雪や冬に
親しむ機会を提供していきます。

16

ア
ス
リ
ー

ト
部
会

子どもたちがウィンタースポーツを
始めるきっかけとなるイベントにア
スリートが参加するべきである。

アスリートの協力も得ながら、小中学生がウインター
スポーツに親しむきっかけづくりを行い、ウインター
スポーツ人口の増加に取り組んでいきます。

16

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

パラリンピックはあまりテレビで放
映されていないのが気になる。札
幌で行われるときはパラリンッピッ
クも盛り上がればと思う。

パラリンピック教育の推進や、障がい者スポー
ツ大会へのボランティア参加の促進等により、
パラリンピックへの理解を深め、大会を盛り上げ
ていきたいと考えています。

17

有
識
者

（障がい者スポーツに関して、）自
分が好きな競技と、上達する競技
は違う。コーチングの体制も含め
て様々な競技を経験できるように
することが必要。

ア
ス
リ
ー

ト
部
会

冬季競技に興味を持ってもらうた
め、実際のパラリンピック競技を観
戦・体験してもらう機会を増やす
べき。

障がい者スポーツの裾野拡大のため、様々な
競技を経験してもらうことで、アスリート発掘や
指導者育成につなげていきたいと考えていま
す。

17

7



開催概要計画案　主な意見一覧

大
項目

小
項目

意見
意見
元

具体的内容 市の考え方
修正点
資料
該当No.

レ
ガ
シ
ー

編

ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー

ツ
都
市 競

技
団
体

夏場でも練習可能な施設を建設
し、日本国内の選手はもちろんア
ジアの選手の合宿招致を目指し
てほしい。

既存施設を最大限活用する中で、北海道の冷
涼な気候を活かし、夏季競技も可能な練習会
場として整備する等、受入環境を整えていきた
いと考えていきます。

13

有
識
者

（野球等、夏の人気競技と）横の
つながりで、他の競技とも一体化
した、子どもたちの育成によって
オリンピック選手を育てていくこと
が必要

子どもの頃から夏季競技も含めた交流等、
様々な競技を経験する機会を設けることで、ウ
インタースポーツ実施率の向上を図るとともに、
オリンピック選手の育成につなげていきたいと
考えています。

19

ア
ス
リ
ー

ト
部
会

アスリートが合宿地に訪れ、交流
することがジュニア世代の育成に
つながる。

道内合宿地において、トップアスリートとジュニ
ア世代がともに交流できる環境を整え、選手育
成につなげていきたいと考えています。

19

出
前
講
座

開催できることとなった場合、技術
や設備、デザインなどをあいまい
だったり中途半端にすることなく、
最大限に利用して札幌をより魅力
的で素敵なスポーツ都市にしてほ
しい。

オリパラ開催に併せて、アジアにおけるウイン
タースポーツの拠点として環境を充実していく
ことにより、世界に誇るウインタースポーツ都市
として確固たる地位を築きたいと考えていま
す。

-

レ
ガ
シ
ー

編

大
会
後
も
利
用
さ
れ

る
施
設
整
備

ア
ス
リ
ー

ト
部
会

通年利用できる施設を検討してほ
しい。（リュージュコースをウォー
タースライダーとして利用するな
ど）

大会後の施設利用については、競技以外にも
通年で市民や観光客が利用できるよう、計画し
ていきたいと考えています。

-

レ
ガ
シ
ー

編

北
の
創
造
都
市

有
識
者

これまでの成長都市札幌が、コン
パクトシティ札幌になっていくため
の（真駒内等の）負のレガシーを
どう解決するかがポイント。

オリパラの開催を通じて、1972年前後に整備さ
れた都市基盤の更新や、先駆的なまちづくりモ
デルの提案を行うことで、すべての人にやさし
い冬の豊かなライフスタイルを創出していきま
す。
また、「まちづくり戦略ビジョン」と呼応しながら、
札幌を新たなステージへ導けるようなまちづくり
を目指していきます。

-

有
識
者

LLDC（ロンドンレガシー開発公
社）のような、単に民間と施設の運
営を分けるだけでなく、まちづくり
と連携しながらマネジメントし民間
投資も引き受ける、行政の外に置
かれる組織のレガシーも十分考え
る必要がある。

施設整備を公設か民設かといった考え方に限
定せず、大会後の運営面も考慮した新たなま
ちづくりの形も検討する等、有形無形のレガ
シーを残していきたいと考えています。

-
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開催概要計画案　主な意見一覧

大
項目

小
項目

意見
意見
元

具体的内容 市の考え方
修正点
資料
該当No.

そ
の
他

市
民
意
見

新幹線延伸も2030年のため、これ
に招致の時期を合わせた方がよ
い。

札幌市は、現時点では、直近の大会である
2026年大会の招致を目指し取り組んでいるとこ
ろです。

-

出
前
講
座

10年後の話なので、若い人の意
見が大切である。

今後も、若い世代の意見を始め、様々な世代
から意見を募集し、国として立候補する段階等
での反映を検討する予定でいます。

-

市
民
意
見

オリンピック不況もあり効果が短期
的。前回大会と時代背景が異なり
人口減少となるため、その後の負
担が大変。経済界の目先の営利
追求に惑わされず市民を守って
ほしい。

オリンピック・パラリンピックを開催することによ
り、世界に札幌・北海道の魅力をPRし、その後
の観光客増加につなげるとともに、共生社会の
実現を目指し、超高齢社会に対応したユニ
バーサルなまちづくり等、長期的視点で市民の
ためになるよう、計画づくりを進めていきたいと
考えています。

-

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開催効果が全道に広く波及する
ことが大事。

北海道の魅力を世界に発信し、観光客の誘客
やスポーツ合宿の誘致等、北海道全体の活性
化につなげ、地方創生の起爆剤としていきたい
と考えています。

2,20

市
民
意
見

在住のバルセロナでは1992年の
五輪によりサグラダファミリア等、
訪れる方が7倍に増えた。札幌の
街もオリンピックのお陰で発展し
た。反対意見に遠慮せず、尽力
いただきたい。

オリンピック・パラリンピックを開催することによ
り、ウインタースポーツ都市札幌・北海道を世
界にPRし、その後の観光客の増加等につなげ
ていきたいと考えています。

-
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